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　６月５日は環境
の日です。1972
年にストックホル
ムで開かれた国連
人間環境会議を記
念して定められた
もので、日本では、
平成3年度から6月を「環境月間」とし、全国
でさまざまな行事が行われています。
　鳥取県でも５月30日～6月5日を「ごみ減量・
リサイクル週間」とした広報活動などを行って
おり、本市でも関連したイベントとして、6月
4日（日）午前10時から午後3時まで、リフ
ァーレンいなばで「リサイクル・フェスティバル」
が開催されます。
　また、市職員による不法投棄防止のための強
化パトロールも随時行っていく予定です。
　みなさんもこの環境月間を機会に、改めて「環
境」について考え、行動してみませんか？
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